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2002～　国産早生樹の材質研究 
　　　　　山林 No.1458 (2005)，木材学会誌 52 (2006), 53 (2007)， 
　　　　　早生樹 (2012）編集：第3章材質，九州森林研究等 

2011　「早生樹最前線！」（九州大学）企画　　講演「日本の早生樹」 
　　　　　早生植林材研究会共催→木材業界参加→今日の関西の盛り上がり 
　　　　　　 
2014　講演「国産早生樹の可能性」大阪，木加技協関西支部 8.4 
　　　　講演「日本産（国産）早生樹の可能性」林野庁 9.4 
　　　　講演「九州産早生樹の可能性」宮崎県林業研究グループ連絡協議会10.2 

2015　林野庁調査委託事業「未利用広葉樹資源の新規需要開拓」専門委員長 
　　　　林政ニュースに「広葉樹新時代」として5回の連載 
　　　　講演「多種多様な木質資源を国産で！」  木学九支，九州大学 5.19 
　　　　講演「国産の早生広葉樹資源を考える」全国ツキ板展示大会, 静岡10.10 
　　　　産官学共催セミナー（京都府大）

国産早生樹に関する私の歩み



これまでの延長線上ではない新しい視点で 
「常識」にとらわれず次の林業を目指す！ 

注目点 
１．伐期が20～30年の国産早生広葉樹に絞っていること 
２．材質評価を行うだけでなく，ユーザー目線で商品化の 
　　可否を検証していること 
３．造成候補地として，里山，とくに耕作放棄地を有力候 
　　補地に位置づけたこと 

→従来の林業の「常識」にはなかった切り口 

「広葉樹材は人工林から」が世界の「常識」 
その広葉樹人工林を自国内でいかに育成していくかが問われる

広葉樹新時代（林政ニュース）のポイント



2015　講演「フィードバック型林業による木質資源の創出に向けて」 
つづき　　　　　　　　　　　　　農林水産食技会事業，林木育セ，三次 10.13 
　　　　講演「日本における早生広葉樹への期待」   日本製紙連合会 11.25 

2016　講演「早生樹を取り巻く情勢と今後の展望」おおいた早生樹研究会 1.28 

　　　　林野庁調査委託事業「インテリアに適した早生広葉樹の発掘」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門委員長　　　　　　　　　　　　 
　　　　講演「フィードバック型林業による早生広葉樹資源の創出」 

　　　　　　　　　　　　　　　　  森林総研 広葉樹研究会，つくば 10.21 
　　　　IFFTにて国産早生広葉樹を使ったインテリア製品の展示 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      東京ビックサイト 11.7～9 
講演「早生樹を取り巻く情勢と今後の展望」 

長崎県県央振興局 11.27　　　　　　 
2017　講演「新しい広葉樹材利用　早生広葉樹の材質と利用」 

日本木材加工技術協会，東京 2.28 
　　　　講演「国産早生広葉樹の育成と利用」 

日本木材加工技術協会九州支部，福岡 4.21
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紹介します！　国産材家具「秋の新作」緑 風 対 談
　
　

紹
介
し
ま
す
！　
国
産
材
家
具
「
秋
の
新
作
」 

　
　
　

Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
と
大
手
メ
ー
カ
ー
の
発
表
か
ら

　

●
「
国
産
早
生
広
葉
樹
の
発
掘
」
を
テ
ー
マ
に
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
展
示

　

緑　

秋
は
新
製
品
を
お
披
露
目
す
る
展
示
会
シ
ー
ズ
ン
。
そ
の
中
で
、
こ
の

と
こ
ろ
林
業
・
木
材
関
係
で
注
目
度
上
昇
中
な
の
が
家
具
・
イ
ン
テ
リ
ア
業
界

の
動
き
だ
。
国
産
材
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
新
製
品
を
投
入
し
て
商
機

を
見
出
そ
う
と
い
う
メ
ー
カ
ー
が
出
て
き
て
い
る
。

　

風　

そ
の
一
断
面
を
、
11
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
国
際
見
本
市

「
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｔ　

イ
ン
テ
リ
ア
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
リ
ビ
ン
グ
」（
表
紙
写
真
参
照
）

の
模
様
を
中
心
に
お
伝
え
し
よ
う
。
昨
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
で
は
、
林
野
庁
の
補
助

事
業
を
活
用
し
て
「
日
本
の
木　

ニ
ッ
ポ
ン
の
家
具
」
と
銘
打
っ
た
特
設
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
（
第
522
号
参
照
）。
今
年
は
こ
の
よ
う
な
企
画
は
な
か
っ

た
が
、
会
場
内
を
歩
く
と
、
旭
川
や
静
岡
、
飛
騨
、
大
川
、
日
田
な
ど
の
家
具

産
地
の
ブ
ー
ス
で
地
域
材
を
活
か
し
た
新
作
が
見
ら
れ
た
。

　

緑　

そ
の
中
で
一
際
存
在
感
を
み
せ
て
い
た
の
が
、
全
天
連
（
全
国
天
然
木

化
粧
合
単
板
工
業
協
同
組
合
連
合
会
）
の
ブ
ー
ス
だ
っ
た
。「
イ
ン
テ
リ
ア
に

適
し
た
国
産
早
生
広
葉
樹
の
発
掘
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
、

チ
ャ
ン
チ
ン
、
セ
ン
ダ
ン
、
ユ
リ
ノ
キ
の

５
樹
種
を
用
い
た
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
な
ど

を
並
べ
た
と
こ
ろ
、
会
期
中
に
約
１
８
０

０
人
が
来
場
し
た
と
い
う
。

　

風　

第
508
号
で
既
報
し
た
よ
う
に
、
全

天
連
は
、
手
つ
か
ず
だ
っ
た
国
産
早
生
広

葉
樹
の
利
用
に
い
ち
早
く
乗
り
出
し
て
い

る
。
今
年
度
（
平
成
28
年
度
）
は
林
野
庁

緑
風
対
談

国産早生広葉樹でつくられたテーブル（使用
樹種はコナラ）とイス（同チャンチン）、奥に
あるのはテレビボード（同センダン）
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紹介します！　国産材家具「秋の新作」
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
の
開
発
を
主
要
課
題
に
設
定
。

九
州
大
学
の
松
村
順
司
教
授
を
ヘ
ッ
ド
に
据
え
た
委
員
会
を
設
置
し
、
製
品
化

に
あ
た
っ
て
の
性
能
評
価
な
ど
様
々
な
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
場
が
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
だ
っ
た
の
だ
。

　

緑　

こ
の
全
天
連
グ
ル
ー
プ
に
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
プ
レ
ス
テ
ー
ジ

ジ
ャ
パ
ン
（
株
）（
第
520
号
参
照
）
が
加
わ
っ
た
。
同
社
は
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
旗
艦
店
を
構
え
、
洗
練
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
製
品
を
製
造
・
販
売
し
て

い
る
。
今
回
は
、
コ
ナ
ラ
の
テ
ー
ブ
ル
と
チ
ャ
ン
チ
ン
の
イ
ス
の
試
作
を
担
当
。

同
社
の
吉
田
安
志
専
務
取
締
役
は
、「
こ
う
い
う
材
料
が
あ
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
」
と
驚
き
つ
つ
、「
面
白
い
素
材
で
、
い
い
モ
ノ
が
で
き
た
と
思
う
」

と
手
応
え
を
口
に
し
て
い
た
。

　

風　

全
天
連
は
ブ
ー
ス
の
来
場
者
に
「
国

産
早
生
広
葉
樹
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
用

紙
を
手
渡
し
、
樹
種
や
製
品
に
関
す
る
意
見

を
聞
い
て
い
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
で
の
試
作
品
展

示
を
踏
ま
え
、
松
村
教
授
ら
は
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く

る
だ
ろ
う
。

　

●
茨
城
産
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
を
使
い
特
注
の
オ
フ
ィ
ス
家
具

　

緑　

Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
の
会
場
内
に
は
も
う
１
つ
、
国
産
材
を
前
面
に
出
し
た
ブ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
林
野
庁
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
の
出
展
で
、「
と
ま
り
木

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
冠
し
、

茨
城
県
産
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
を

使
っ
た
テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
、
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
（
間
仕
切
り
）
な
ど
で
オ
フ
ィ
ス

空
間
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

　

風　
「
と
ま
り
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

は
、（
株
）
東
京
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
と

茨
城
県
の
草
苅
木
工
（
株
）
及
び
日
本
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
が
連
携
し

ユリノキを用いた「あぐらソファー」
「とまり木プロジェクト」の出展ブース



 11

11位　センダン壁　12位　ハンノキ壁
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１０位　ハンノキ・フローリング



 13

９位　ハンノキ・サイドテーブル



 14

８位　コナラ・フローリング



 15

７位　チャンチン・フローリング



 16

６位　センダン・扉キャビネット



 17

５位　センダン・センターテーブル



 18

４位　センダン・テレビボード



 19

３位　コナラ・ダイニングテーブル



 20

２位　ユリノキあぐらソファー



 21

１位　チャンチンイス



回答総数507名
１位　チャンチン・チェア　　　　　16.0％ 
２位　ユリノキあぐらソファー　　　15.8％ 
３位　コナラ・ダイニングテーブル　10.5％ 
４位　センダン・テレビボード　　　10.3％ 
５位　センダン・センターテーブル　  9.7％ 
６位　センダン扉キャビネット　　　  8.7％ 
７位　チャンチン複合フローリング　  7.7％ 
８位　コナラ複合フローリング　　　  6.5％ 
９位　ハンノキ・サイドテーブル　　  5.7％ 
１０位　ハンノキ複合フローリング　  5.3％ 
１１位　センダン壁材　　　　　　　  2.4％ 
１２位　ユリノキ壁材　　　　　　　  1.6％

問３　どの試作品が魅力的か？(複数可) 



2017　現代林業に特集「林業経営の視点から見た早生樹の可能性」 
つづき　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　講演「なぜ国産早生広葉樹を育成して利用するのか？」 

石川県山林協会，金沢 8.25 
　　　　講演「インテリアに適した早生広葉樹の発掘」 

木加技協関西支部，熊本 8.29 
　　　 
　　　森林林業振興助成「国産早生広葉樹の優良種苗の生産技術の開発 
　　　　　　　　　～フィードバック型林業の具現化のために～」専門委員長 

　　　講演「国産早生広葉樹とフィードバック型林業！　何それ？」 
育林経営部会，福岡 11.29 

2018    講演「国産早生樹の現状と今後の展望」　　島根県，松江・浜田 ２.6-7 

2019    講演「国産早生樹への期待と課題」　　　　　　　林野庁　東京都 ２.4 



ここで・・ 
　　少し，私のフィロソフィーを

２７年ほど前に・・ 
　　　フィードバック型林業を考えるべき



森林のゾーニング

　　環境保全林 
環境保全を重視する森林

　　資源生産林 
資源生産を重視する森林

人工林

地球環境の保全　-　森林資源の利用

水土保全
生物多様性
生態系 共生

（森林の多面的機能を十分理解した上で）



人工林を主役にした資源生産林

持続的生産　と　安定供給

供給される木質資源

エンドユースに 
マッチした

買い手の要求に 
応じられるだけの

多様性　と　品質



人工林の材質は

遺伝子型の選択
植林方法や造林地

育林施業
伐期齢

材質 
Quality

によって異なる

（利用目的に沿った木材を生産するためには）

情報の蓄積
フィードバック



木材性質（外観的特徴や理化学的性質）を十分理解し，
これを介して，

を有機的に連携させることによって

国際競争力を持った木質資源を創出

エンドユースにマッチした材質(Quality)

木質資源の利用促進

都市に第二の森林を構築

 と 
資源生産のための林業



早生広葉樹の可能性 森林林業白書(201６)

平成 27年度森林及び林業の動向｜｜ 155

Ⅳ

家具等への国産早生樹の活用コラム

近年、我が国では、スギ、ヒノキ、カラマツ等の戦後造林された針葉樹人工林を中心に国産材供給量が増加傾
向にあるが、成長の早い早生樹の活用に向けた取組も行われている。
早生樹の中でも、センダンはこれまで緑化木として活用されてきたほか、材はケヤキ等の代替材として扱われ、
近年も長崎県産のセンダンを使用した家具の製品化が行われている。また、家具産地として知られる福岡県大

おお

川
かわ

市
し

で開催された家具の展示会においても、センダンを使用した椅子が出展されている。センダンは20年生程度
でも利用可能な径級にまで成長し、今後の植栽樹種としても期待されるが、枝分かれが激しく、幹曲がりが生じ
やすいため、いかに通直な材を取るかが課題となる。熊本県では、幹曲がりを抑制するための育成方法の研究に
取り組んできており、「芽かき注１」により樹形を通直にする方法が実践されている。このようなノウハウをまと
めた「センダンの育成方法（H27改訂版）」が熊本県林業研究指導所により公表されており、国産早生樹の活用に
向けた環境が整いつつある注２。
注１： 頂芽以外の腋芽を全て取り除く作業で、栄養を樹木の最上部に集中させることで樹形が通直になる。
　２： 国有林野における早生樹種の試験植栽の取組については、第Ⅴ章（179ページ）を参照。

センダンを使用した家具

芽かきを行ったセンダン

のニーズに応じた最適な加工・流通体制の構築等の
取組を進めてきた。また、平成25（2013）年から
は地域材を活用した木造住宅の新築、増築、購入や
内装・外装の木質化工事、木材製品・薪ストーブの
購入等に対し、「木材利用ポイント」を付与する「木
材利用ポイント事業」を実施した。このような中で、
住宅メーカーでは、国産材を積極的に利用する取組
が拡大しており、最近では、ツーバイフォー工法な
ど、木造軸組構法以外の工法を中心とする住宅メー
カーでも、国産材の利用が進んでいる。なお、平成
27（2015）年３月には、ツーバイフォー工法部材
のJASが改正＊100され、国産材（スギ、ヒノキ、カ
ラマツ）のツーバイフォー工法部材強度が適正に評

価されるようになり、今後、同工法への国産材利用
が更に進むことが期待される。
しかしながら、木造軸組構法による住宅建築では

梁
はり

・桁等の横架材での国産材割合が低い状況にある
など、こうした部材における新たな国産材製品や技
術の開発も重要となっている（資料Ⅳ－41）。
（地域で流通する木材を利用した家づくりも普及）
平成の初めごろ（1990年代）から、木材生産者や
製材業者、木材販売業者、大工・工務店、建築士等
の関係者がネットワークを組み、地域で生産された
木材や自然素材を多用して、健康的に長く住み続け
られる家づくりを行う取組がみられるようになっ
た＊101。

 
＊100 平成27年３月９日農林水産省告示第512号
＊101 嶋瀬拓也 （2002） 林業経済, 54（14）: 1-16.



樹形矯正：芽かき

熊本県甲佐町9年生

クローン 芽かき 樹高(m) 胸高直径(cm)

Ｍ
有 15.7 24.0

無 11.3 20.8

１
有 13.4 21.3

無 13.8 20.1

１８ 有 14.0 23.3

芽かき処理：１，２年目の４～１０月 
　　　　　　　　　地上高４.５mまで

＊芽かき：頂芽だけを残し側芽を取り除く事
未利用広葉樹資源の新規需要開拓 (2015)



AB C

19年生チャンチンモドキ 
                 ３個体 
　　胸高直径　　  樹高 
A　34.9 cm     20.31 m 
B　39.5 cm     19.51 m 
C　31.9 cm     18.93 m

供試木の概要

植栽密度：2.2m間隔（ 2,000本/ha） 
　施肥　：ha当り窒素量で50kg

熊本県甲佐町展示林



ケンポナシ(Hovenia dulcis) 
（クロウメモドキ科ケンポナシ属）

分布　暖温帯 
　　　国内：九州，四国，本州，北海道 
　　　国外：東アジア

特徴　ケヤキ，クワの代替材 
　　　木理が美しい　通直な幹 
　　　良好な成長 
　　　古くから漢方として利用　　 
　　　　　→ケンポナシ茶　



ケンポナシ

29年生



ユリノキ(Liriodendron tulipifera) 
（モクレン科ユリノキ属）

分布　北米産（東部から中部にかけて自生） 
　　　明治初めに渡来　街路樹や公園樹として植栽

特徴　成長が早く　通直な樹幹 
　　　大きくなると倒れてしまうため，短伐期向き　　



チャンチン(Cedrela sinensis) 
（センダン科チャンチン属）

分布　中国原産　 
　　　諸説あるが室町時代に渡来

特徴　ケヤキのような木目と色 
　　　光沢がある　加工性が良い



ハンノキ(Alnus japonica) 
（カバノキ科ハンノキ属）

分布　日本全土，中国，朝鮮半島
特徴　心材は灰褐色であるが， 
　　　伐採後空気に触れると橙色



センダン
2015.10.2

1年生



センダン
2016.11.17

２年生





http://www.pref.oita.jp/ 
uploaded/attachment/2016501.pdf


